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概要


「生涯『研究』社会」なる概念を提唱する。「生涯『研究』社会」は、すでに以前から提唱されてき
た「生涯学習社会」が、向かう先に必然的に出来すると著者は考える。本発表では、新型コロナ感染症
に対応するため全国的に否応なく行った遠隔講義の時期を経て、この経験が、実は「生涯『研究』社会」
の実現可能性と有用性を示唆することを指摘する。「生涯『研究』社会」なる概念は著者が20年前に示
唆した。しかし遠隔講義での学生の学習行動を観察し、またYouTubeアーカイブのアナリティクスを一
種の「ラーニング・アナリティクス」として分析・検討した結果、現状で「生涯『研究』社会」を提案
できると判断した。この「生涯『研究』社会」なる考え方について解説したい。
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参考例：生涯研究社会とMOOC

オンライン学習サイト edX の学習者数の推移12)．図の曲線は指数関数によるフィット．
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